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W04b X線天文衛星SuzakuのX線望遠鏡の応答関数の高精度化
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X線望遠鏡は天体からの微弱なX線を集光する役割を持つ。望遠鏡に入射したX線は反射鏡での反射、散乱、吸
収などを経るために実際に観測されるスペクトルは天体からの真のスペクトルにぼ望遠鏡の応答関数を掛けたもの
になる。この天体の真のスペクトルを知るためには望遠鏡の応答を表す正確な応答関数の構築が必要になる。そこ
で私は、2005年に打ち上げられた我が国 5番目のX線天文衛星である Suzakuに搭載されているX線望遠鏡の応答
関数の較正を行なっている。実際のX 線望遠鏡の構造を再現するために、計算機内で仮想的な望遠鏡を構築し、光
線追跡法を用いて応答関数を計算する。我々は望遠鏡の幾何学パラメーターの調整を行ない、標準光源である「か
に星雲」で測定したエネルギースペクトルと、X線に対して望遠鏡を傾けた時の有効面積の変化を表す vignetting
関数の再現精度を向上させた。また、点光源を用いて測定した平行光を集光させた時に焦点面上に出来る輝度分布
を表すPoint Spread Functionは、焦点面検出器XISの幅の約 8 arcmin端までおよそ再現できるようになった。こ
れらの精度向上による観測結果への影響についても報告する。


